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ボローニャ・プロセスによるウクライナ高等教育制度の改革 

― 2 段階教育制度の導入過程に焦点を当てて ― 

 
 

トカチェンコ・スヴィトラナ 
 

はじめに ―課題設定と分析枠組み― 
ボローニャ・プロセスとは、欧州 29 カ国の高等教育担当官が署名したボローニャ宣言（1999 年 6

月 19 日）に基づく、一連の高等教育改革プロセスである1。その目的は、端的にいえば、国際協力や

学術交流に基づいた「欧州高等教育圏」（European Higher Education Area）を構築することにある。

ボローニャ宣言に明示された 6 つの課題2の中で、2 段階制度の導入は、教育制度の類似性、学生およ

び卒業生の移動性といった課題にも寄与し、国家間の教育資格の認定の度合いを高めるための重要な

課題である3。 
2 段階高等教育制度といえば、1999 年から「学部と大学院」の段階で行われている教育を示し、第

2 段階（大学院、学位は修士号・博士号）進学条件として最低 3 年の第 1 段階（学部）の修了を課す4。

ベルリン・コミュニケ5（2003 年 9 月）以降、博士課程が学位の共通枠組に追加され、高等教育段階

制度は、学士（最低 3 年）、修士（最低 2 年）、博士（最低 3 年）、の構成になった。本稿にいう高等

教育の「2 段階」は、第 1 段階としての「学士」、第 2 段階としての「修士」の 2 段階構成を指す。 
ウクライナは独立後、ヨーロッパへのインテグレーションに向け6、2005 年 4 月 19 日にボローニ

ャ宣言に署名した。その理由は、第 1 にウクライナの卒業証明書を海外で通用させること、第 2 に教

育の効力と質を向上すること、第 3 に世界の労働市場でのウクライナの教育機関とその卒業者の競争

力を高めること、の 3 点である7。 
ボローニャ宣言に署名することに伴って、ウクライナは高等教育の段階制度の導入を全国において

実施し始めた。実際には、2005 年以前より、ウクライナは独立後の教育制度の新たな構築を目指し、

独自の高等教育改革を行ってきた。1991 年の「教育法」（Закон України «Про освіту»）では、高等

教育に段階制度を導入する可能性が開かれた。具体的には、1991 年度から一部の高等教育機関におい

て、以前から一般的な卒業資格であった「スペツィアリスト」（спеціаліст：学習期間は約 5 年）に「バ

カラブル」（бакалавр：学習期間は 4 年以下）と「マギステル」（магістр：学習期間は 1 年または 1.5
年）が加えられた。ボローニャ・プロセス導入は、ウクライナの高等教育制度の一般的な卒業資格で

あった「スペツィアリスト」を廃止することを意味した8。 
以上のように、ウクライナはボローニャ・プロセスの影響を受け、新たな高等教育制度を構築しつ

つある。しかし、これらの改革は 1991 年から始まり、2012 年までの現在でも、まだ決着がついてい

るとは言えない。例えば、「スペツィアリスト」の廃止は 2004 年に公表されたが、2012 年 1 月現在、

7 年以上が経過したにもかかわらず実施されていない。新たな高等教育制度の構築を妨げるものは何

かを明らかにすることが本稿の目的である。 
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上の目的を達成するため、本稿では、高等教育における 2 段階制度の導入過程の経緯を検討する。

具体的には、以下の 3 点を明らかにすることを課題として設定する。 
① 2 段階制度導入以降の高等教育制度構成の変化 
② 構成の変化の理由 
③ 高等教育制度構成の要素（スペツィアリスト、バカラブル、マギステル）の関係の明確化 
①と③では、2 段階制度のあり方を定める「ウクライナ教育法」（1991 年、1996 年）、ウクライナ

内閣の「教育資格水準（段階教育）についての法規」（1998 年、2001 年）、「教育法改正法案」（2008
年、2010 年）、「ウクライナにおけるマギステル養成の構成概念」（2010 年）を検討する。②では、先

行研究およびウクライナ国会教育科学委員会の議事録を用いる。 
また本稿では、大学などの高等教育機関に設置された教育課程の卒業資格に焦点を当てる。その理

由は、図 1 に明らかなように、高等教育の第 2 段階として定められている「スペツィアリスト」と「マ

ギステル」が、ウクライナの法律が定める「第 3・4 認定水準の高等教育機関」である大学などの高

等教育機関でしか授与されていないためである。 
ウクライナの高等教育における段階制度の導入過程に着目した先行研究としては、M.ザギルニャッ

ク、V. モシパン（М.Загірняк, В. Мосьпан, 2008）9の研究がある。工学部を事例として分析し、彼

らはウクライナにおける段階制度の導入過程を以下の 3 つの段階に分けている。第 1 の段階は、形式

的導入期である。卒業資格としてのバカラブル及びマギステルは導入されたものの、これらは職業資

格ではなく、バカラブル課程修了者の就職が困難な段階である。第 2 の段階は、バカラブル課程の混

乱期である。バカラブルは職業資格となるが、大学における一般教育課程として、またカレッジにお

ける職業教育課程としてのバカラブルが混在している段階である。第 3 の段階は、スペツィアリスト

を廃止し、バカラブル及びマギステルによる 2 段階制度へ完全に移行する段階である。 
この研究は、ウクライナにおける段階制度の導入過程について事例を挙げて分析している点で、非

常に示唆的である。しかし、この研究では「学士」の導入過程に焦点が置かれ、段階制度の変化につ

いては、工学高等教育の分野についてのみ検討されている。大学などの高等教育機関で行われている

改革の全体像を把握した上で、2 段階制度についての具体的な検討が必要であると考える。 
 
1 ウクライナにおける段階教育制度の導入 

ウクライナは、ボローニャ・プロセス以前より独立後の新たな教育制度の構築を目指し、独自の高

等教育改革を行ってきた。1991 年の「教育法」（Закон України «Про освіту»）10では、高等教育に

段階制度を導入する可能性が開かれ、1991 年度から一部の大学などの高等教育機関において、以前か

ら存在した「スペツィアリスト」（спеціаліст：学習期間は 5 年以下）に加え、「バカラブル」（бакалавр：
学習期間は 4 年以下）と「マギステル」（магістр：学習期間は 1 年または 1.5 年）が導入された。 
具体的には、1991 年 6 月 4 日に施行されたウクライナの「教育法」では、大学などの高等教育機

関を卒業する際に授与されている資格に関しては、①バカラブル、②スペツィアリスト、③マギステ

ルという 3 つの資格水準が示されている。しかし、同法では、バカラブル及びマギステルは学位であ

る一方で、スペツィアリストは学位としては定められていない。その上、この時期は、新たな制度に

関する詳細について 1998 年まで明らかにされないままであった。先行研究11によると、高等教育にお
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ける新たな 2 段階制度（バカラブル＋マギステル）は欧米から借用され、そのまま「学位」という理

念がなかったウクライナの卒業前高等教育に導入された。その結果、大学などの高等教育機関の卒業

時にバカラブルを授与された者は、「バカラブル」が職業資格ではなく、学位として導入されたため、

就職が困難であった12。 
 
図 1 2012 年現在のウクライナの教育制度 
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続いて、1996 年に改正されたウクライナ教育法13の第 30 条及び第 31 条には、「教育水準及び教育

資格水準」について定められている。まず、同法第 30 条の 1 により、高等教育は、①基礎高等教育、

②完全高等教育に二分化された。次に、第 30 条の 2 により、高等教育の段階に関して、第 1 段階と

して、バカラブル、第 2 段階としてスペツィアリスト及びマギステルが示された。しかし、同法では、

教育水準と教育資格水準の関係は定められていなかった。続いて、第 31 条の 1 により、ウクライナ

において、学位としては、バカラブル、スペツィアリスト及びマギステルが定められていなく、第 30
条の 2 により、スペツィアリストと同様に一般の教育資格水準として規定されている。 
しかし、新たに導入された段階制度は、大学などの高等教育機関において、1998 年までほとんど活

用されていなかった14。1997 年度にウクライナの専門学校以上のレベルの教育機関を卒業した

362,505 人中、約 16 万人はスペツィアリストを授与され、それに対し、バカラブルは 3 万人、マギ

ステルは約 7 千人授与された15。しかし、その時期のバカラブルは主に専門学校や短期大学のような

教育機関で取得された16。その上、マギステルは第 2 高等教育資格として取得された場合もあった17。

というのは、大学などの高等教育機関において、新たなバカラブル課程及びマギステル課程の卒業者

は、以前から存在したスペツィアリスト課程の卒業者と比較して、非常に少なかったからである。 
1997 年以前における大学などの高等教育機関における教育課程を図式化すると、次の図 2 のような

2 つのタイプに分けられる。 
 
図 2 1997 年以前におけるウクライナの高等教育段階制度の図式 
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の構造の調和に関する共同宣言」から始まったと考えられている19。 
ウクライナは上述のヨーロッパにおける動きの影響を受け20、1998 年にウクライナ内閣により「教

育資格水準（段階教育）についての法規」21が出された。これにより、大学などの高等教育機関にお

いて高等教育段階制度の推進が始まる22。この法規では、各教育資格水準の特徴、意義、要件などが

始めて設定されている。 
同法規により、大学などの高等教育機関で授与されている資格に関するウクライナの教育資格水準

の構成は、①バカラブル（履修期間は 4 年間以下）、②スペツィアリスト（履修期間は 1 年間以下、

あるいは 1.5 年間以下）、③マギステル（履修期間は 1 年間以下、あるいは 1.5 年間以下）である。

具体的には、同法規が定めた、大学などの高等教育機関で行われている段階教育制度に関する点は、

以下の 4 点にまとめられる。 
① 「バカラブル」は専門学校や短期大学で授与される「準スペツィアリスト」と同様に、非完全高

等教育として定められている。このような指定が批判され23、2001 年以降、24「バカラブル」は

「基礎高等教育水準」として位置づけられるようになった。 
② 「スペツィアリスト」及び「マギステル」は完全高等教育であると定められた。そのため、ウク

ライナの高等教育においては、「スペツィアリスト」及び「マギステル」が付与されている教育

課程は、大学院ではなく、大学の卒業教育及び大学部教育のように捉えているといえる。 
③ 同法規では、スペツィアリストを授与された者はマギステル課程に進学できるが、マギステルを

授与された者がスペツィアリスト課程に進学できるとは書かれていない。つまり、スペツィアリ

スト及びマギステルは高等教育において同様の第 2 段階にあるが、マギステルのほうが、スペツ

ィアリストより上位に置かれているといえる。 
④ スペツィアリスト課程の卒業者が同専攻のマギステル課程に進学する場合は卒業後教育になり、

学習は個人教育課程に沿って行われる。従って、マギステル課程は、完全高等教育である一方で、

職業後教育になる場合もある。 
1998年から2005年までの時期にウクライナの高等教育機関においてバカラブル課程及びマギステ

ル課程が積極的に導入された。しかし、この導入は、ウクライナの研究者の指摘によれば、十分に研

究されていないままの導入であった25。その結果、新たな資格を授与されるための教育課程の内容は、

以前から存在したスペツィアリスト教育課程の内容には大きな変化は加えられなかった。 
具体的にいえば、大学などの高等教育機関において、2 段階制度を導入する際に、従来の 5 年制ス

ペツィアリスト課程は、「4 年制バカラブル課程＋1 年制スペツィアリスト課程」のような構成に分

けられた26。その上、多くの高等教育機関により実施された 1 年制スペツィアリスト課程と 1 年制マ

ギステル課程の内容はほとんど同様であった27。 
さらに、ウクライナがボローニャ・プロセスの導入以前、医学及び教員養成などの一定の専門領域

の高等教育において、新たな 2 段階教育制度は実施されていなかった28。また、大学などの高等教育

機関の卒業者であるバカラブルの就職は、ウクライナの法律において職業資格としてのバカラブルが

規定されない状況が続いていたため、困難であった。バカラブル課程の卒業者の多くは、スペツィア

リスト課程やマギステル課程に進学していたのである。 
推進期の改革をまとめ、教育課程を図式化すると、図 3 のようになる。 



− 46 −
46 

図 3 1997-2005 年におけるウクライナの高等教育段階制度の図式 
タイプ C タイプ D 段階制度構成 
 
 
 

 第 2 段階 

第 1 段階 

筆者作成 

※B はバカラブル課程、S はスペツィアリスト課程、M はマギステル課程のことである。 
タイプ C は、1997 年以前のタイプ 1 の構成と同様である。大学などの高等教育機関における 5 年制スペツィアリス

ト課程の卒業後、「スペツィアリスト」の資格が授与された。卒業後、ほとんどの専門家は、就職した。一定の卒業者

は、大学院のアスピラントゥーラに進学した。また、5 年制スペツィアリスト課程の卒業後、「スペツィアリスト」の

資格を授与され、卒業後教育及び第 2 の高等教育を受けるため、マギステル課程に進学することも可能であった。しか

し、実際にマギステル課程に進学した人は少なかった。マギステル課程卒業者も大学院のアスピラントゥーラへの進学

ができた。 
タイプD は、推進期に普及していった。4 年制バカラブル課程の卒業生のほとんどは、就職せずにスペツィアリスト

課程及びマギステル課程に進学し、その後、就職した。一部の卒業者は、大学院のアスピラントゥーラに進学した。ま

た、1 年制スペツィアリスト課程及びマギステル課程の卒業後、「スペツィアリスト」または「マギステル」の資格を

授与され、卒業後教育及び第 2 の高等教育を受けるため、マギステル課程に進学することも可能であった。第 2 の高等

教育のマギステル課程卒業者も大学院のアスピラントゥーラへの進学が可能であった。 
 
3 ボローニャ・プロセスの導入後のウクライナにおける高等教育の 2段階制度の展開 
ウクライナは、2005 年にボローニャ・プロセスを導入した。ボローニャ・プロセスを導入するとい

うことは、ウクライナの高等教育制度にとって、独自の卒業資格であった「スペツィアリスト」を廃

止することを意味した29。2005 年のベルゲン・コミュニケでは、学士、修士、博士の 3 段階制度の導

入が宣言された。つまり、ウクライナの政府において、従来のスペツィアリスト課程は、欧州高等教

育圏に対応しないため、廃止されるという目的が設定された。ウクライナのボローニャ・プロセス導

入後、2 段階制度への移行が全面的に進められた30。 
 
図 4 2005 年以降におけるウクライナの高等教育段階制度の図式（2005-2011 年） 

タイプ E タイプ F 段階制度構成 
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2005 年以降、現在までの段階制度の構成は、図 4 に示したように、前述した推進期の制度とほと

んど同様である。ただ、この時期において、バカラブル課程の修了者のうち、進学せずに就職する割

合が高まった31。 
2005 年からスペツィアリストの廃止の予定が明らかになったが、現在の 2012 年 1 月までこの資格

は廃止せずに、新たなバカラブル及びマギステルと同様の以前とほとんど変化なく付与は継続されて

いる。しかし、2008 年に「教育法改正法案」が出され、同法案により、スペツィアリストの資格は廃

止されることが法律的に予定され、この廃止はスペツィアリストを授与された者や授与される予定の

者からの強い批判を受けた32。この批判に対応し、2010 年 11 月 8 日に新たな高等教育法案が出され

た。 
「高等教育の構成」について定めた同法案第 6 条の 1 では、大学などの高等教育機関における教育

資格水準を①バカラブル、②マギステルの 2 つと定めた33。従って、同法案が施行されれば、ウクラ

イナの大学などの高等教育機関において、スペツィアリスト課程が廃止され、バカラブル課程とマギ

ステル課程だけが置かれることとなる。 
既に付与された「スペツィアリスト」に関しては、教育資格水準としては「マギステル」に相応す

るものとされた（第 14 章第 4 条）34。教育科学省の高等教育局副長のセルゲイ・コロヴァイチェンコ

はインタビューにおいて、取得された「スペツィアリスト」の卒業証明書は、それを付与した高等教

育機関において「マギステル」の卒業証明書に変更できることを指摘している35。同法案の最終改正

の案内では、新たな教育法案により、ウクライナの高等教育制度はボローニャ・プロセスの要件を満

たすと指摘された36。 
続いて、2010 年 2 月 10 日に公認された「ウクライナにおけるマギステル養成の構成概念」37では、

マギステル課程は次の 3 つのタイプの分化が可能である。①研究マギステル養成課程（дослідницька 
программа підготовки магістрів）は、1 つの学問領域で深い研究を含み。②職業マギステル養成課

程（професійна программа підготовки магістрів）では、一定の職業活動のために職業コンピテン

シーを発達させ、管理コンピテンシーを与える。③キャリアマギステル養成課程（кар’єрна 
программа підготовки магістрів）は、身につけた理論的な知識及び実践経験を、キャリア成長及び

管理活動を行う準備のため完成させる。キャリアマギステル課程は、「マギステル」を 1 回授与され、

職業経験が 3 年間以上ある者のための教育課程である。このような分化は、高等教育がダイナミック

な現在労働市場に対応できるため、また及び高等教育を受けた者を産業においてかなり有効に利用す

るために導入された。 
 
おわりに ―考察と今後の課題― 

ウクライナは 2005 年にボローニャ・プロセスを導入した。このような導入の影響を受けたウクラ

イナの高等教育制度の展開に関しては、以下の点を指摘できる。 
(1) ヨーロッパの高等教育における動きの影響を受け、ウクライナは、20 年以上をかけて新たな高等

教育制度を導入している。元の制度と新たな制度の理念も異なる上に、従来の教育制度は国の要

求に対応したため、新たな制度の導入から 20 年が経った現在でも決着がついていない。例えば、

スペツィアリストの廃止は、2004 年に決定されたにもかかわらず、現在もまだ実施されていな
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い。予定では、実際の廃止ではなく、教育資格の名前の変化だけになる。また、ウクライナの法

律において職業資格としてのバカラブルが規定されないため、バカラブル課程の卒業者の就職は

困難である。また、一定の専門領域の高等教育において、新たな 2 段階教育制度は実施されてい

なかった。 
(2) ボローニャ・プロセスの要件に対応して段階教育制度を導入した結果、以前より複雑な高等教育

制度となった。ウクライナの高等教育は、「スペツィアリスト」の要素しかなかった構成から、

「バカラブル」、「スペツィアリスト」、2 種の「マギステル」の構成へと移行しつつある。 
(3) ウクライナの高等教育は、ボローニャ・プロセスの影響を受け、大学などの高等教育機関にマギ

ステル課程が導入された。しかし、新たなマギステル課程と以前から存在したスペツィアリスト

課程は、同じように完全高等教育の教育課程と考えられている。 
(4) 今後のウクライナの高等教育制度の方針によれば、マギステル課程は、「スペツィアリスト」の

職業教育的な性質、「マギステル」の学術的な性質の両方を含むことが明らかである。今後のマ

ギステルは、専門家養成と研究者養成の性格があるため、一般の教育資格として位置づけるか学

位として位置づけるか不明確であるといえる。 
(5) 「学位」と「高等教育資格」の概念は不明確である。具体的にいえば、段階教育制度の第 1 段階

であるバカラブル課程は、導入時には学位として位置づけられていたが、推進期の見直しにより、

学位ではなく、一般の教育資格として捉えられるようになった。また、段階教育制度の第 2 段階

である「マギステル」も「バカラブル」のように学位として導入されたが、その後は学位ではな

く、一般の高等教育資格として捉えられた。しかし、現在は、マギステル課程は研究者養成のた

めの場として捉え直されている。 
以上を踏まえ、ウクライナの高等教育における段階教育制度に関しては、以下のような点が明確と

はなっていない。 
① 「マギステル」も「バカラブル」も学位として導入され、その後、高等教育資格として捉えられ

るようになった理由 
② ウクライナの高等教育における「学位」と「高等教育資格」の概念の違い 
③ 専門家養成と研究者養成の性格を併せ持つウクライナのマギステルは、教育資格かあるいは学位

として位置づけるべきか 
これらの解明については、今後の課題としたい。 
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